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福島町議会議員 ４番 木 村 隆 ㊞

文 書 質 問

福島町議会活性化事項の試行に関する実施要綱に基づき、次のとおり文書

質問をいたします。

「質問事項１」 教育委員の選任について

①教育長候補を行政職員の中から人選することで、人件費の節約を図るべきでは。

例えば、教育長年収１,２００万円、行政職員５００万円と考えると、定年まで２年

ある職員が教育長になれば、約１,４００万円、４年ある職員なら２,８００万円く

らいの人件費の節約になると思います。(副町長、現教育長も、元行政職員である、

行政職員に適任者がいないとは考えにくい。)

②福島地区の保護者を教育委員候補者にして、吉岡、福島両方のＰＴＡの意見を聞け

る体制を作り、中学校の合併問題や、幼保一元などが少しでも円滑に実現するように

するべきでは。

※１ 質問は、簡潔明瞭に記載すること。

※２ 質問事項（用紙）は適宜、追加すること。


